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平成 20 年度 

日本臨床検査医学会 評議員会だより 

日 時 : 平成 20 年 11 月 27 日(木)17：00～18：30 

場 所 : 名古屋国際会議場 第 1 会場 

     (4 号館 1F 白鳥ホール 1) 

 
 評議員会の開会にあたり，議長の推薦をお願いし

たところ，高木康総務理事の推薦があり議長として

指名された。 

 開会に先立ち，名誉会員の清水章先生 70 歳

(2008/1/30)，竹内純先生 80 歳(2008/3/9)，藤巻道男

先生 82 歳(2008/11/9)の逝去を悼み黙祷がなされ，

宮澤幸久理事長より挨拶があった。その後，高木康

総務担当理事が議長となり，委任状が 107 通で出席

者(約 140 名)と合わせ評議員数(280 名)の 5 分の 1

以上(56 名以上)の出席を満たしており，この会は成

立することが告げられ議事が進行された。 

 
【報告事項】 

1．各種委員会報告(高木康 総務理事) 

 本年度の理事会での主な委員会報告がなされた。 

1)学術推進化委員会 

①平成 17・18 年度学術推進プロジェクト研究の最

終報告 10 件が提出されて，担当委員と委員長が点

検して，すべて適正と判断された。英語原著論文 2

件，臨床病理原著論文 3 件，臨床病理総説 4 件であ

る。 

②第 3 回(H21・22)学術推進プロジェクト研究 : 臨

床病理誌 10 月号にて研究課題を募集する。 

2)編集委員会 

①平成 20 年 9 月号より，臨床病理投稿規程が一部

改定された。 

3)臨床検査点数委員会 

①本年度は専門医会と協調して開催していくことと

した。 

②医療ニーズの高い医療機器に関する要望調査があ

り，評議員にアンケートを行った上委員会で検討し

て要望した。また，今回の診療報酬改定後の実態調

査および次期改定への準備のため，評議員へのアン

ケート調査を行った。 

4)教育委員会 

①臨床検査専門医卒後研修カリキュラムを本年 1 月

1 日付作成して臨床病理 2 月号にも掲載した。 

今後は，卒後研修手帳，指導医ガイドラインの作成

を予定している。 

5)ガイドライン作成委員会 

①臨床検査のガイドライン 2008/2009 として，2009

年前半に発行予定。 

6)臨床検査室医療評価委員会 

①「病院内検査室の満たすべき要件(案)」の実用化

を目指し，「臨床検査室医療評価指標計算プログラ

ム開発」について，学術推進プロジェクト研究班と

共同で作業を進めている。 

7)学会賞委員会 

平成 21 年度学会賞の変更事項について 

①現在ある功労賞をなくして，Bergmeyer-Kawai 賞

を功労賞の意味合いを持つ賞とすることとなった。

賞の名称については，変更の可能性あり。 

②学会賞 生命科学賞，優秀賞の副賞について 50 万

円から 30 万円に，奨励賞については 5 万円から 10

万円にすることとなった。 

 
2．第 56 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(松野一彦 会長) 

①平成 21 年 8 月 26 日(水)～30 日(土)，札幌コンベ

ンションセンターで，松野一彦会長のもと開催され

ることが報告され，松野会長より一言御挨拶がなさ

れた。 

 

3．第 57 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(宮澤幸久 会長) 

①平成 22 年 9 月 9 日～12 日，京王プラザホテル(東

京)で，宮澤幸久会長のもと開催されることが報告

され，宮澤幸久会長より一言御挨拶がなされた。 

 
4．北海道支部，東海・北陸支部，九州支部長の交

代について(宮澤幸久 理事長) 

1)北海道支部長 

 松野一彦先生に交代 (伊藤喜久先生より) 

 理由 : 辞任のため 

2)東海・北陸支部長   

 登 勉先生に交代 (溝上雅史先生より) 

 理由 : 他支部へ転勤のため 

3)九州支部長 

 山根誠久先生に交代 (犀川哲典先生より) 
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 理由 : 支部の交代時期のため 

上記支部長の交代が報告された。なお，今後の交代

は本部の理事・監事改選の時期に合わせて頂く予定

である。 

 
5．定款，細則改定案について(高木 康 理事) 

 本年 12 月 1 日から一般社団法人へ移行するため，

定款・細則の改定を行ったことが報告された。 

なお，大きな改定箇所は，評議員が社員となること

である。 

 

6．「医療安全委員会」設置について 

(宮澤幸久 理事長，米山彰子 理事) 

 本会として臨床検査にかかわる医療安全の推進を

図り，また，医療安全全国共同行動への対応もする

ため「医療安全委員会」を設置することとなり，各

支部からも委員を選定したことが報告された。 

 

7．学術推進化委員会委員長交代について 

(宮澤幸久 理事長) 

 学術推進化委員会前委員長の辞任に伴い，応急的

に担当理事の矢冨裕先生が務めたが，現在，委員会

活動が順調のため，平成 21 年 1 月からは委員の一

人である安東由喜雄先生に委員長を交代することが

報告された。 

 
8．簿外預金の基金への組み入れについて 

(玉井誠一 会計理事) 

 任意団体に残しておいた 1000 万円を，一般社団

法人後に移行した場合，課税の可能性があるため，

それ以前に基金に組み入れることとなったことが報

告された。 

 
9．会員証発行，学術集会，総会，例会，地方会等

での利用について(高木 康 総務理事) 

 専門医更新等の単位確認を学会が行うことが，日

本専門医評価・認定機構での専門医制度整備指針の

必要事項の一つとなっていることもあり，本会会員

証として，QR コードを利用し，本人確認のため顔

写真入りのものを作成して，学術集会，支部総会，

例会，地方会で，受付にカードリーダーを設置して

会員全員の参加登録を行っていくことが報告された。 

 

10．臨床検査科が標榜科認可される意義，その見解

について(宮澤幸久 理事長) 

 標榜科委員会で協議した見解としては，「医療の

質を保証し国民の健康を推進するためには，臨床検

査が安全かつ適切に行われ，その情報が適切に医師

や患者に提供されているかを検証するとともに，臨

床検査を適切に実施しその結果を正しく解釈するた

めの専門診療科の存在が必須である。臨床検査科で

は，検診などで検査異常を有する患者，検査異常に

ついてのセカンドオピニオンを希望する患者，他の

医師から紹介された検査異常のある患者などを対象

として，検査結果の専門家的解釈や診断確定のため

の検査計画作成など，アドバイスと検査実施を行

う。」ことを基本として，各機関・施設毎に合うよ

うな形で標榜科がなされ，外来が開設されること，

活用されることで，より広く周知されていくことが

望ましいと報告された。 

 
11．日本専門医認定制機構 本会専門医制度の認定

について(高木 康 総務理事) 

 日本専門医評価・認定機構の専門医制度整備基準

の沿い整備事項を提出，ヒアリングを受けて，本会

臨床検査専門医制度は基準に沿ったものと認定され

た。なお，認定期間は 3 年間(H19/11/5～H22/11/4)

であり認定証が発行されたことが報告された。 

 
12．技師の検査説明範囲について 

(宮澤幸久 理事長) 

 昨年 12 月検査技師が 20ml を超えて採血すること

の許可を厚生労働省に求めた学会からのお願いに対

し，平成  20 年  1 月初旬「貴見のとおりと思料す

る」との返答があった。その御礼を兼ね 2 月中旬，

渡辺前理事長と宮澤理事長が厚労省医政局を訪問し

た。その際，「技師の検査説明範囲」についても質

問をした。返答は「原則的には，検査(前)の説明に

とどめる」。ただし，採血量における考え方と同様

に，医師の指示・管理下にあって行う際には，その

詳細や内容については，各医療機関によって決定さ

れた規定内で実施してもよい。あくまで，問題が生

じないよう，各医療機関でコンセンサスを受けた範

囲で行うようにとのことであったことが報告された。 
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13．微量採血器具の使い回しの対応について 

(宮澤幸久 理事長，米山彰子 理事) 

 本年，微量採血のための穿刺器具の使い回しの問

題でマスコミ報道について，本学会では 2006 年に

すでに当学会誌，メールニュースで周知していたが，

厚生労働省からの事務連絡があったため，再度本年

6 月にあらためて評議員に周知のためのメールを送

付したことが報告された。 

 
14．第 10 回 ASCPaLM(モンゴル)開催延期につい

て(高橋伯夫 副理事長) 

 2008 年 9 月 10～11 日にモンゴル ウランバートル

で開催予定だったが，モンゴルで不正選挙での暴動

が起こり治安悪化したため，本年度の開催は見送り

延期されることとなったことが報告された。 

 
15．第  25 回  WASPaLM 大会について(シドニー 

2009/3/13～15)(高橋伯夫 副理事長) 

 2009 年 3 月 13 日(金)～15 日(日)，オーストラリ

アのシドニーに於いて開催予定(Royal College of 

Pathologists of Australasia と合同開催)であり，また

第 26 回 WASPaLM 大会は 2011 年秋にアメリカで開

催予定であることが報告された。 

 
16．その他 

 なし。 

 

【審議事項】 

1．平成 19 年度会計収支決算報告 
(玉井誠一 会計理事) 

 平成 19 年度会計収支決算報告書が提示され，玉

井誠一会計理事より説明があった。続いて，戸谷誠

之監事より会計監査報告があり承認された(後頁に

掲載)。 

 
2．平成 20 年度会計中間報告について 

(玉井誠一 会計理事) 

 平成 20 年度会計決算中間報告について説明のう

え報告があり承認された(後頁に掲載)。 

 
3．平成 21 年度会計予算案について 

(玉井誠一 会計理事) 

 平成 21 年度予算案が提示され，承認された(後頁

に掲載)。 

 
4．平成 20 年度事業報告について 

(高木康 総務理事) 

 平成 20 年度事業報告が提示され，承認された(後

頁に掲載)。 

 
5．平成 21 年度事業計画(案)について 

(高木康 総務理事) 

 平成 21 年度事業計画(案)が提示され，承認され

た(後頁に掲載)。 

 
6．平成 21 年度新功労会員の推薦について 

(宮澤幸久 理事長) 

 各支部から推薦され理事会で承認された下記 11

名が功労会員として提示され承認された。 

 藤田昌宏(北海道支部)， 

 小亀圭司，佐々木 毅(東北支部)， 

 青野悠久子，池田 斉，内山幸信，勝山 努， 

 佐藤豊二，須藤加代子(関東甲信越支部)， 

 牧野英一(中国・四国支部)， 

 小野順子(九州支部) 

 
7．平成 21 年度新評議員の推薦について 

(宮澤幸久 理事長) 

 各支部から推薦され理事会で承認された下記 6 名

が評議員として提示され承認された。 

 市川徹郎，下 正宗，渡辺眞一郎(関東甲信越支

部)，米田孝司(近畿支部)，周防武昭(中国・四国支

部)，佐川公矯(九州支部) 

なお，次年度からは，推薦できる評議員数を正会員

数(名誉・功労会員，学生会員を差引いた人数)の

10%で算出し，また県別，同一施設の推薦数が片寄

らないようにすることが報告された。 

 
8．第 58 回(2011 年)日本臨床検査医学会学術集会

長について(宮澤幸久 理事長) 

 中国・四国支部から小出典男先生(岡山大)が推薦

され，承認された。そして，小出典男先生が欠席の

ため，代理で岡田健技師長から一言御挨拶があった。 
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9．臨床検査を終了した検体の業務,教育,研究のた

めの使用について－見解－の改定について 

(宮澤幸久理事長) 

 本年，検査終了した残余検体について問題が生じ

たため，2002 年に作成した本見解を改訂することに

なり，評議員から意見を募集し，倫理委員会で議論

した改訂点が報告された。また，更に委員会で協議

して改訂案を作成していくこととなった。 

 
10．その他(高木 康 総務理事) 

 平成 21 年度理事会，定時社員総会日程について 

第 1 回理事会は平成 21 年 3 月 29 日(日)13 : 00～

14 : 00 で，また平成 20 年度に関る定時社員総会を

平成 21 年 3 月 29 日(日)15 : 00～16 : 00 に開催予定

であることが報告された。 

 
【閉会】 

 高橋伯夫副理事長から閉会の挨拶があり，評議員

会は閉会となった。 

 

平成 20 年度 第 4 回日本臨床検査医学会 

臨床検査専門医・管理医審議会だより 

日 時 : 平成 20 年 12 月 20 日(土)12 : 00～14 : 00 

場 所 : 日本臨床検査医学会 事務所 

出席者 : 宮澤幸久委員長，高橋伯夫，松野一彦， 

     高木 康，土屋達行，佐藤尚武， 

     水口國雄 各委員(7 名) 

欠席者 : 渡邊 卓，村田 満 各委員(2 名) 

 
委員長挨拶 

宮澤幸久委員長より開会の宣言があり議事が進行さ

れた。 

 
報告事項 
1．研修施設・指導者認定委員会報告 

(松野一彦 委員長) 

①2009 年 1 月 1 日付，新規申請，再認定，その他 

施設審査結果について 

 2009 年 1 月 1 日付として，新規申請 3 施設につい

て認定病院 2 年と認定，再認定申請 22 施設あり 14

施設が認定病院 5 年，3 施設が認定病院 2 年，5 施

設が準認定病院 2 年と認定，また保留後の申請 1 施

設あり準認定病院 2 年と認定，そして準認定病院か

ら認定病院への申請 3 施設が認定病院 2 年と認定さ

れた。 

 申請施設に，認定研修施設規定 2-5 の本学会への

研究成果報告がなされていない施設があり検討され，

今回は認定することとするが，次回申請時は，認定

するためには学会報告を条件とすることとした。 

 

2．受験・更新資格審査委員会報告(土屋達行 委員) 

①2009 年 1 月 1 日付，臨床検査専門医更新者の審査

結果について 

 2009 年 1 月 1 日付，更新対象者 65 歳以上 100 名，

64 歳以下 91 名(保留後申請 1 名および保留延長希望

1 名含)について，65 歳以上 87 名と 64 歳以下 80 名

を有資格，保留申請者 3 名および保留延長希望者 1

名には保留可とし，未提出者 20 名は申請により更

新可また申請無い場合は保留可とした。 

 
3．その他 

 特になし。 

 
審議事項 
1．平成 20 年度臨床検査管理医申請・認定について

(高橋伯夫 委員) 

 平成 20 年度臨床検査管理医申請者資格 A：71 名，

B：47 名，C：9 名，D：147 名，E：2 名，F：1 名，

G：11 名，H：6 名，合計 294 名はそれぞれの資格

毎に申請に必要な手続をしており認定を承認した。 

 なお，資格 B での 1 名は申請費用未納であるため，

納入後に認定することとした。 

 
2．平成 21 年 1 月 1 日付評議員の再認定について 

(宮澤幸久 委員長) 

 10 名の本申請対象者について，全員が単位を満た

しており再任が承認された。 

 2006 年より保留している 5 名については，審議の

上，再任不可とした。 

 
3．新カリキュラムと臨床検査専門医認定試験につ

いて(高木康 委員，佐藤尚武 委員) 

 本年 1 月に臨床検査専門医卒後研修カリキュラム

が改定され，これに伴い臨床検査専門医認定試験の

内容について見直しをすべき箇所について検討され，
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それぞれの分野毎に再検討していくこととなった。

また，それに従い，臨床検査専門医会で行っている

教育セミナー内容も変更していくこととした。 

 また，専門医会より教育セミナー以外に，専門医

資格を有している医師に対し，生涯教育的内容のセ

ミナーの実施を計画しているが，認定期間中に最低

1 回の受講を臨床検査専門医の更新要件とする要望

があり，学術集会時に開催する方向で検討すること

となった。 

4．厚生労働省「医師国家試験での検査値に関する

修正」についての意見(高木康 委員) 

 厚生労働省から本件について高木委員に問合せが

あり，検査値(案)の相談があった。 

 
5．その他 

 特になし。 
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